
№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

1 1節 ｐ2
③希少野生
動植物を保
護

希少野生動植物を保護するため、保護監視員による監
視活動を強化や環境学習や広報活動をはじめとした啓
発活動を、地域住民やボランティア団体と協力し実施し
ます。
また、外来生物、特定外来生物による生態系の被害を
防止するため、地域住民に広く周知し生態系全体の繋
がりを守ることに努力します。

⇒「･･･監視活動を強化や環境学習･･･」を「･･･監視活動
を強化し環境学習･･･」と変更。
「･･･外来生物、特定外来生物による生態系の被害を防
止するため、地域住民に広く周知し生態系全体の繋がり
を守ることに努力します」とありますが、黄色いタンポポ、
しろつめ草など身の周りには実に多くの外来種がありま
す。害のあるものは排除すべき必要性もあるかと思いま
すが、「そのほかの外来生物とは共生していく」という方
向性を打ち出すべきと考えます。

一つ目のご意見を参考に「･･･
監視活動を強化や環境学
習･･･」を「･･･監視活動を強化
し環境学習の継続実施及
び･･･」と変更します。
二つ目のご意見につきまして
は、ご指摘のとおり、外来生物
の中には人に害のないものも
ありますが、生態系で考えます
と影響はあると考えますので、
共生という方向性は適切では
ないと判断します。

①計画
案に反映

2 1節 ｐ4
２環境に配
慮したまち
づくり

（１）現状と課題
・・・、生ゴミに含まれる水分対策が課題となっています。

⇒課題となっているのは「生ゴミに含まれる水分対策」で
はなく、「ゴミを出す前に、その中の水分を出来るだけ取
り除くこと」ことをどう徹底していくか・啓発していくかだと
思います。

生ゴミに含まれる水分は、ＰＤＦ
に加工する際の課題となってい
ます。その対策として、水分の
調節のみならず、堆肥利用を
促進するなど、生ゴミの排出量
そのものを減らす取組みを展
開していくこととしています。
頂いたご意見の箇所は、問題
提起の部分ですので原文のま
まとし、ご意見は今後の施策に
反映します。

②施策
反映させ
るための
参考とす
る

3 1節 ｐ4
２環境に配
慮したまち
づくり

（１）現状と課題
・・・多くの方がポリタンクを持って汲みに来ています。

⇒容器はポリタンク以外もありますので限定するのでは
なく、「ポリタンクを」削除するほうがいいと思います。

この部分は、1回当たりかなり
の量を汲まれていることを表現
したかったので、ポリタンクと記
載していています。
ご指摘のとおりポリタンク以外
の場合もありますので、「など」
を加筆し変更します。

①計画
案に反映

4 1節 ｐ4
２環境に配
慮したまち
づくり

（１）現状と課題
「この水資源を保全するため、・・・バイオマス資源を有効
活用する動きが国内に広がっています。」

⇒「水資源を保全するため」に「未利用となっているバイ
オマス資源※の利活用に取り組んでいる」のではないと
思いますので「この水資源を保全するため、家畜糞尿の
野積みに対する規制や無農薬・減農薬による農作物の
栽培を推進しています。」で切るべきと思います。
次の段ではバイオマスについて触れているので、内容を
しっかり押さえさえすれば、重複して触れなくても良いと
思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

２　意見の件数　　　　　 ３９件（２人）

３　意見の取り扱い　　　①計画案に反映する、②施策反映させるための参考とする、③反映できない、④その他

４　意見・提案の概要と市の考え方

記

１　募集期間　　　　　　　平成２２年１２月６日（月）～平成２２年１２月２４日（金）

阿蘇市総合計画後期基本計画（素案）に関する意見募集の結果及び市の考え方について

平成23年1月25日
阿蘇市総務部企画振興課

　「阿蘇市総合計画後期基本計画（素案）」について、市民の皆様からのご意見等を募集しましたが、寄
せられましたご意見等の概要と、これらに対する市の考え方を下記のとおり公表します。
　ご意見等をお寄せいただきありがとうございました。



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

5 1節 ｐ4
２環境に配
慮したまち
づくり

（2）展開する施策の方向性
「資源循環型の地域」よりも「資源循環型の社会」の方が
より一般的で範囲も広いと思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

6 1節 ｐ7
１有効な土
地利用の形
成

（１）現状と課題
また、住宅と市街地の混在化や規制がゆるやかな地域
を狙った開発行為等が増加したり、優良農地と呼べる農
地においても遊休農地が増加したりと、土地利用に関す
る課題が顕在化しています。

⇒「規制がゆるやかな地域を狙った開発行為等」これは
開発をしたい側からすれば、その土地に対する開発者側
の目的・条件さえ合えばごく当然の選択肢です。行政側
の対応が甘いだけです。
「本来規制されるべき地域であるにも関わらず、規制が
追いついていない・十分でない地域があったり」とういっ
た表現とすべきと思います。

誤解を招く表現でしたので、以
下のとおり表現を変更します。

「・・規制がゆるやかな地域を
狙った開発行為等が増加した
り、」⇒「・・無秩序な開発等の
増加、」

①計画
案に反映

7 1節 ｐ7
１有効な土
地利用の形
成

（１）現状と課題
「本市の地籍調査は現在も進行中ですが、･･･再調査が
必要となっています。」とあり、全否定しているので、「本
市の地籍調査は現在も進行中ですが、一部再調査が必
要となっている地域もあります。」の方が現実的であると
思います。

測量技術の向上等により、調
査完了している旧阿蘇町、旧
一の宮地域の一部で再調査を
必要としています。確かに全地
域の再調査と受け取られます
ので一部加筆し変更します。

①計画
案に反映

8 1節 ｐ7
①土地資源
の有効活用

【農地】
しかし、一方では住宅地や工業用地、公共施設など非農
業的土地利用も地域活性化のためには期待されていま
す。そのため、集団的広がりのある農地や、基盤整備さ
れた農地は優良農地として農地の確保に努めると共に
遊休農地の利用促進も図っていきます。

⇒前の文章で「土地利用に関する課題が顕在化してい
ます」といっているので、ここで「しかし、･･･期待されてい
ます。」はおかしい。表現的には「また農地は地域活性化
のためにも期待されていますので今後は、十分な農地が
確保されることを前提として、そのほかについては、住宅
地や工業用地、公共施設など非農業的土地利用の道も
検討していく必要があります」とする方が繋がると思いま
す。

ご意見のとおり優良農地の課
題に対して、市の方針を明確に
し、非農業的土地利用に際して
の考え方を盛り込んで変更しま
す。（別紙参照）

①計画
案に反映

9 1節 ｐ8
①土地資源
の有効活用

【原 野】
・・・草原面積の現状維持に努めます。

⇒阿蘇市の政策として、ASO環境共生基金事業では草
原を広げることを目的の一つにしていることから阿蘇市
として草原について「拡大」又は「現状維持」、どっちなの
か？、両論はおかしいので統一すべきと思います。

ASO環境共生基金事業では山
上草原の再生をひとつの取り
組みとしているところですが、
現実問題として地域の高齢化
や後継者不足等で草原は減少
傾向にあります。基金事業をは
じめ畜産振興をもって今の草原
が維持できればと考えていま
す。

③反映で
きない

10 ２節 ｐ10
③阿蘇東部
高齢地域の
整備

・・・・パイプラインや農業用用排水路、ほ場、農道等の生
産基盤の整備を進めていきます。なお、国に対しては、
国営事業の早期完了を求めていきます。

⇒「パイプライン」は何のパイプラインンですか？表現と
して「閉塞している」ことを言っているだけですか？「農業
用用排水路」との表記とバランスがとれていないと思い
ます。

「パイプライン」とは農業用用水
路のことです。
「パイプライン」と「農業用用排
水路」は記載が重複するため、
「パイプライン」を削除します。

①計画
案に反映



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

11 ２節 ｐ11
２担い手の
育成

（１）現状と課題
これまで、地域の核となるべき認定農業者や集落営農
の育成、新規就農者に対し指導、支援を行なってきまし
たが、市全域の農地を維持・保全することは困難で、地
域によっては遊休農地や耕作放棄地が顕在化していま
す。
このことから、地域農業生産を中心的に担う認定農業者
や集落営農等への農地利用集積や各種支援を行いな
がら地域農業の再構築を図る必要があります。

⇒前段で「地域の核となる･･･顕在化」しているので、「地
域農業生産を中心的に担う認定農業者･･･」と「認定農業
者の中で更に限定して支援していく」と取れますがそうで
しょうか？もし限定しないのならば「認定農業者」とだけ
書くほうが良いと思います。「地域農業生産を中心的に
担う」を削除。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

12 ２節 ｐ13
３地域営農
の確立

（１）現状と課題
一方、食に対する近年の消費者志向は、「安全・安心」は
勿論の事、「健康」更には、「環境・衛生」への関心が高
まっています。

⇒消費者志向としては「衛生」への関心が高まっている
のは近年ではなく、昔から皆高い意識水準を持っている
と思います。「安全・安心」は勿論の事」→「衛生的で安
全・安心」は勿論の事」としてはいかがでしょうか？

ご指摘のとおり「衛生」への関
心は昔からあり、食の基本的な
部分です。文章中の「安全・安
心」にも広い意味で入ってきま
すので「衛生」の文言を削除し
ます。

①計画
案に反映

13 ２節 ｐ14

③安全、安
心、高品質
の農産物づ
くり

・・高度な熊本型特別栽培農産物「有作くん」や、・・

⇒高度な熊本型特別栽培農産物「有作くん」とはどういっ
た農産物ですか？具体名を挙げる必要があると思いま
す。

欄外に「有作くん」の注釈を掲
載します。

①計画
案に反映

14 ２節 ｐ15

４畜産の振
興と草地
（原野）の保
全活用

（１）現状と課題
あか牛は全国の飼養頭数の約７割が熊本県で飼育され
ています。あか牛の飼養戸数・頭数ともに減少しているこ
とから、消費拡大を図るためには、草原景観等の観光資
源との組み合わせによるＰＲが必要です。

⇒ここは畜産振興のセクション。あか牛の消費拡大を図
るためには、草原景観等の観光資源との組み合わせに
よるＰＲよりも一般的に言われているヘルシーな肉質をＰ
Ｒする方が必要ではないでしょうか？

ご指摘の内容で当初記述して
おりましたが、ご承知のとおり
阿蘇市は農業と観光を基幹産
業としており、草原景観は大き
な観光資源となっているところ
です。その草原を維持していく
ためには、消費拡大及び畜産
振興が必要であることを関連づ
けてＰＲすることが、重要である
との判断からの表現内容にし
ております。

③反映で
きない

15 ２節 ｐ15

４畜産の振
興と草地
（原野）の保
全活用

（１）現状と課題
・・・、観光客の減少等地域産業にも影響を及ぼすことか
ら、・・・

⇒ここは畜産振興のセクション。観光客の減少等地域産
業にも影響を及ぼすのは一つの派生例とすべきで、観光
客に影響を及ぼすので自衛防疫体制を強化するという
のはこのセクションには合わない表現と思います。

地域内の畜産業だけでなく他
の産業にも大きく影響するとい
う意味でありますので、当初表
記内容のとおりとします。

③反映で
きない

16 ２節 ｐ16
④自衛防疫
の推進

家畜伝染病予防法には「家畜の飼養者は家畜の伝染病
の予防のために必要な消毒、その他の措置を適切に実
施するように努めなければならない。」と定められていま
す。本市においても畜産農家の情報を県・ＪＡ等と共有
し、危機管理体制の整備を図り、

⇒「･･･。」と　とあるので　「･･･」と　へ
行政として、すでに「危機管理体制の整備」は図られてい
るはずなので「危機管理体制の充実」とする方が良いと
思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

17 ２節 ｐ18
②生産・流
通基盤の整
備

・・高性能機械導入や機器の更新等による近代化を図
り、・・

⇒一般的に「近代化」は「封建社会からの変化」であるの
で、「･･･更新等による近代化を図り･･･」を「･･･更新等を
図り･･･」とする方が良いと思います。

ご指摘のとおり歴史的な観点
から言えばそうかもしれませ
ん。ただ、現在においても各分
野の設備等の整備において、
この言葉は多く使用されており
ますので原文のままとします。

③反映で
きない

18 ２節 ｐ19

１個性のあ
る店舗と賑
わいのある
商店街づく
り

（１）現状と課題
平成１４年の同調査と比較すると商店数は７７店、従業
者数は２８２人、年間商品販売額は３０億円といずれも大
幅に減少しています。

⇒見方によっては、今が77店、282人、30億円と取れる
のでそれぞれ「○○減」とするべきと思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

19 ２節 ｐ21

２新規企業
の誘致と地
場産業の支
援

（１）現状と課題
「また、特に夏場や休日は、幹線道路が慢性的に渋滞す
るなど、」と春夏秋冬で夏だけ突起されていますが、年中
週末は渋滞するので「夏場」は削除するほうが良いと思
います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

20 ２節 ｐ22
③雇用対策
の強化

「･･･情報が十分に提供できる･･･」を「情報が十分に提供
される」とする。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

21 ２節 ｐ23
１地場産業
の連携

（１） 現状と課題
・・・全体に占める割合は低い状態にあります。

⇒P24の表では50％とありますが、低いですか？

目標の７０％からを考えて低い
という記載にしていますが、文
中では割合的な文言は入って
いませんので「・・提供が行わ
れているだけです。」の表現に
変更します。

①計画
案に反映

22 ３節 ｐ25
1観光地と
しての体制
づくり

（１）現状と課題
・・・各種メディアを活用し、特に、多くの人口を抱える福
岡方面を主とした誘客・宣伝に最も力を注いできました。

⇒「各種メディア」を「各メディア」へ。「特に」なのか「最も」
なのか強調する表現がいくつもあるので、もっとすっきり
する方が良いと思います。

ご意見のとおり変更します。
また、「特に」を削除します。

①計画
案に反映

23 ３節 ｐ25
1観光地と
しての体制
づくり

（１）現状と課題
・・・観光情報の発信は、必要な情報をいかにわかりやす
く発信していくかが重要です。・・・ホームページの閲覧状
況は高く、・・・

⇒「観光情報の発信は、」→「観光情報は、」へ
「高い」を活かすなら、「ホームページの閲覧状況は高く」
を「ホームページの閲覧頻度は高く」などへ。「状況が高
い」という表現はおかしい。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

24 ３節 ｐ25
1観光地と
しての体制
づくり

（１）現状と課題
また、旅館・ホテルをはじめ商店や飲食店、各インフォ
メーションセンターなど・・・

⇒順番的には「旅館・ホテルをはじめ商店や飲食店、各
インフォメーションセンター」ではなく「各インフォメーショ
ンセンター、旅館・ホテルをはじめ商店や飲食店」とする
方が観光客から接する順番としては妥当だと思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

25 ３節
ｐ26
ｐ30

①観光客誘
致宣伝の強
化
③広域連携
による観光
推進

「①観光客誘致宣伝の強化」では、・・・九州新幹線全線
開業に伴い関西・関東・海外に対する誘客宣伝活動
を・・・としていますが、
「③広域連携による観光推進」では、九州新幹線が全線
開業することで、・・・広島を中心とした関西方面へのＰＲ
活動など・・。

⇒構成団体が違うからでしょうか？しかし阿蘇市は両方
入っている。九州新幹線全線開業にともなうＰＲ活動です
が、固有名詞としてそれぞれ異なる地名が出ることに違
和感はないでしょうか？

①の誘客宣伝活動は、阿蘇市
単独で実施する方針を記載し
ており、③は熊本市、天草市、
阿蘇市で作る協議会の方針が
広島を中心に誘客宣伝を実施
することとなっておりますので、
現在の表現方法としておりま
す。

③反映で
きない

26 ３節 ｐ26
②“おもて
なし”意識
の醸成

・・阿蘇の歴史文化の知識、イベント等の情報を習得して
もらうための・・

⇒講習会はスキルを磨く場と考えます。「イベント等の情
報を習得」する場とはなりえないと思います。削除を。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

27 ３節 ｐ26
③外国人観
光客の誘致

・・多言語化を充実するとともに、・・

⇒現在進行形で「多言語化を充実」されていますので「多
言語化を充実するとともに」ではなく「多言語化の充実を
図っておりますが」とすべきと思います。

ご意見により以下のとおり変更
します。
「外国人観光客のニーズに合
わせた観光サインの多言語化
の充実を図っていますが、観光
サインとは別により分りやすい
英語、韓国語、中国語表記の
パンフレットやマップも作成しま
す。」

①計画
案に反映

28 ３節 ｐ27
２魅力ある
観光資源の
活用

（１）現状と課題
団体から個人へと旅行形態が変化する中、・・。・・本市
においては、団体向けの観光ルートの開拓や・・・。

⇒世間一般では、「団体から個人へと旅行形態が変化す
る」にも関わらず、本市においては「団体向けの観光
ルートの開拓」を見ており、間逆です。団体旅行を中心と
した大型ホテル・旅館などの活用の道を探る本市独自の
切り口を正当化するなら、それをＰＲできる書き方とすべ
きと思います。

「団体旅行を中心とした大型ホ
テル・旅館が数多く立地してい
る本市においては・・・」というこ
とで、団体旅行向けの観光
ルート開発も必要だとの考え方
から課題として記載しています
ので現状どおりとします。

③反映で
きない

29 ３節 ｐ27
２魅力ある
観光資源の
活用

（１）現状と課題
・・・安全性を前提に早い段階で規制解除ができるようマ
ニュアルの変更を行ってきたところです。これにより阿蘇
山公園道路の通行車両は平成８年度の約１９万８千台
から比べると減少しているものの、平成２１年度には約１
６万２千台とここ５年間は順調に回復しています。現在で
は、ガスの影響を受けにくく安全に火口見学ができるよ
う、施設整備を含めた基本計画構想を取りまとめている
ところです。また、現在もなお閉鎖・・

⇒「安全性を前提に」を「安全性の確保を前提に」へ変
更。
マニュアル変更を行った成果を言いたいのだ

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

30 ３節 ｐ27
２魅力ある
観光資源の
活用

（１）現状と課題
「阿蘇クリスマスバルーンフェスティバル」、「神
楽フェスティバル」など、本市の観光ＰＲに大きく寄与して
おり、観光振興には欠かせないイベントとなっておりま
す。

⇒「阿蘇クリスマスバルーンフェスティバル」は今年が最
後、それを「本市の観光ＰＲに大きく寄与しており、観光
振興には欠かせないイベント」の中には入れない方がい
い。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

31 ３節 ｐ28
①観光資源
の整備・拡
充

関係団体や地域住民との連携強化を図りながら、既存
の観光資源はもとより阿蘇に伝わる神話や農耕祭事
等、新たな阿蘇独自の観光資源の掘り起こしに取り組
み、新たな観光商品開発を行います。
また、既存イベントを見直し、各種団体や地域住民の創
意工夫で地域経済への波及効果や地域活性化に繋が
るイベントの実施に努めていきます。

⇒「関係団体や地域住民との連携強化を図りながら、」
→これは行政が連携を図るといっているが、「各種団体
や地域住民の創意工夫で」→これは行政なしでやるとと
れますが本意が伝わっていますでしょうか？

既存イベントについては、地域
住民が主体性を持って取り組
んでいただきたいとの考えから
今の文章としています。

③反映で
きない

32 ３節 ｐ28
②合宿の里
づくりの推
進

言葉を並べ替えるほうがわかりやすいと思います。
「合宿の里づくり」を推進し誘致活動を進めていくため
に、本市が有している多様なスポーツ施設や多くの宿泊
施設などの環境を活かし、また関係団体等と連携を強化
して充実した合宿が出来るよう体制づくりを行います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

33 ３節 ｐ28
③阿蘇山周
辺の活性化

「火口見学は、阿蘇の観光の核である」を「阿蘇山観光
は阿蘇の観光の核であり、中でも火口見学は大変魅力
ある要素です」へ。火口＝あくまで阿蘇観光の核をなす
要素の一つという認識の方が良いと思います。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

34 ３節 ｐ29
３広域観光
の形成

（１）現状と課題
・・・やまなみハイウェイ等の道路交通網、・・・

⇒「道路交通網」というと道路に限定せず、ＪＲも当然含
まれ、あらゆる交通環境を指すので削除する方が良いと
思います。「道路交通網」を「道路網」へ

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

35 ３節 ｐ29
３広域観光
の形成

（１）現状と課題
これまで、東部地域では、「道の駅波野」の２４時間トイレ
の改修を、西部地域では休憩施設の整備を進めてきま
したが、いずれの地域も本市の玄関口として観光案内等
の情報発信は十分ではありません。

⇒「改修が情報発信に繋がらない」ととれる。取り組みと
その結果に相関性が見られませんので以下の表現はい
かがでしょうか？
これまで、本市の玄関口として東部地域では「道の駅波
野」の２４時間トイレの改修を、西部地域では休憩施設の
整備を進めてきました。ソフト面においても観光案内等の
情報発信を行っておりますが、いずれの地域も本市の玄
関口として見たときは十分ではありません。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

36 ３節 ｐ29
３広域観光
の形成

「(１)現状と課題」の中で
阿蘇駅周辺では、これまで「道の駅阿蘇」や「ＡＳＯ田園
空間博物館総合案内所」、「交通広場」を整備し、基幹道
路と各交通機関との交通結節点としての立地的条件を
活かした、広域的な情報発信及び交流拠点づくりが進ん
でいます。
といっているものの「(２)展開する施策」の中では
訪れる観光客が容易に地域情報を得ることができるよう
に交流拠点の機能充実を図り、併せて
ＪＲ、路線バスなどの交通結節点の整備を促進します。
「現状と課題」の中で課題となっていない「進んでいる」部
分を、「展開する施策」の中で改めて「促進する」という書
きぶりなので「施策」を活かしたいならば、前段で問題性
を提起する書きぶりとする方が良いと思います。

ご意見の内容により文言を変
更します。（別紙参照）

①計画
案に反映

37 ３節 ｐ29
３広域観光
の形成

（１）現状と課題
ＪＲ宮地駅周辺では、県道改良による町中への歩道整備
が進んでいます。

⇒誤解を与えるので「県道改良による町中への歩道整
備」を「県道改良による歩道整備」へ

宮地駅から商店街などがある
町中へ誘導する歩道も整備さ
れている状況を表現しています
ので原文のままとします。

③反映で
きない



№ 節
素案

ページ 項目 ご意見内容 市の見解 取り扱い

38 ３節 ｐ32
①阿蘇カル
デラツーリ
ズムの推進

九州新幹線全線開業と併せて、財団法人阿蘇地域振興
デザインセンターが推進する『阿蘇カルデラツーリズム博
覧会（阿蘇ゆるっと博）』の開催を契機として、

⇒新幹線開業のタイミングと合わせてゆるっと博を開催
すると認識していますがいかがか？
その場合は「･･･『阿蘇カルデラツーリズム博覧会（阿蘇
ゆるっと博）』の中で、･･･」とする方がすっきりして伝わり
ます。

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

39 ５節 ｐ81
③消費者の
再発防止対
策

 本文の内容から行政の施策として消費者被害の再発防
止に加えて予防対策も行うのであれば「消費者行政の推
進」とした方がいいのでは？

ご意見のとおり変更します。
①計画
案に反映

５　修正内容（別紙）




